
 

学校番号 214 

令和 2年度 理科 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 東京書籍 「改訂 物理基礎」 

副教材等 「改訂 レッツトライノート物理基礎」力学編，熱・波・電磁気編 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「自然に親しみ見通しをもって観察、実験などを行い問題解決の能力と自然を愛する

心情を育てる」小・中学校での理科の学習を終えて、自然現象の理解について「力学」、

「熱力学」、「波動」という３つの観点から、過去の研究者がどのように考え現在の

考え方に行ったかをしっかり考えて、現在の基礎にあたる物理学を勉強してほしい。 

２ 学習の到達目標 

１．物理学が日常生活や社会とどのように関連しているかを知り，物体の運動と様々

なエネルギーへの関心を高める。また、目的意識をもって観察・実験などを行い，物

理的に探究する能力と態度を身につける。そして、物理学の基本的な概念や原理・法

則を理解し，科学的な見方や考え方を身につける。さらに、科学技術の在り方やエネ

ルギー問題について市民が意思決定するために必要な，科学的な知識，能力，態度を

身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技

能 
d:知識・理解 

観点

の趣

旨 

日常生活や社会と

の関連を図りなが

ら物理現象の関係

に関心をもち、意欲

的に探究しようと

するとともに、物理

の普遍性を常に意

識するなど、科学的

な見方や考え方を

身に付けている。 

物理現象の中に問題

を見いだし、身に付

けた知識・理解をも

とに、事象を探究す

る課程を通して、科

学的に考察し、導き

出した考えを適切に

表現している。 

物理現象に関する

実験などを行い、

基本操作を習得す

るとともに、それ

らの過程や結果を

的確に記録、整理

し、自然の事物・

現象を科学的に探

究する技能を身に

付けている。 

物理現象につい

て、基本的な概念

や原理・原則を理

解し、知識を身に

付けている。 



評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にま

とめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

速度と加速度 ○ ○ ○ ○ 

a 物体の運動を測定し，その運動を変

位－時間のグラフや速度－時間のグ

ラフで表すことができる。 

b 変位や速度などの物体の運動の基

本的な表し方について理解する。 

c 同一直線上を等速直線運動してい

る物体の合成速度や相対速度につい

て理解する。 

d 物体が直線上を運動する場合の加

速度について理解し，グラフや式を

使って物体の運動を分析できるよう

になる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

さまざまな力とそのは

たらき 
○ ○ ○ ○ 

a 物体にはたらく様々な力を見抜い

てベクトルで表す方法を身につける

とともに，それらの力がつり合う条

件を見いだせるようになる。 

b 力の合成や分解をベクトルで扱え

るようになる。直線運動を中心に慣

性の法則，運動の第２法則，作用・

反作用の法則について理解する。さ

らに，これらの法則を用いて物体に

はたらく力と運動との関係を分析で

きるようになる。 

c 物体が空中を落下する際の運動の

特徴，及び物体にはたらく力と運動

の関係について理解し，鉛直の落下

運動，水平投射，斜方投射について

式を使って扱えるようになる。 



１
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

さまざまな力とそのは

たらき 
○ ○ ○ ○ 

d 摩擦力，及び液体や気体から受ける

力（圧力，浮力，抵抗力）について

理解し，それらがはたらくときの物

体の運動を分析できるようになる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

力学的エネルギー ○ ○ ○ ○ 

a エネルギーを測るものさしとして

の仕事の定義，及び仕事の原理と仕

事率について理解する。 

b 仕事をする能力としての位置エネ

ルギーと運動エネルギーの表し方に

ついて理解する。 

c 力学的エネルギー保存の法則とそ

の適用条件について，仕事と関連付

けて理解を深め，この法則を用いて

いろいろな運動を分析できるように

なる。 

d 物体の運動とエネルギーに関する

探究活動を通して，学習内容の理解

を深めるとともに，物理学的に探究

する能力を高める。 

２
学
期 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

熱 ○ ○ ○ ○ 

a ブラウン運動などの観察を通して，

原子や分子の熱運動と温度との関係

を定性的に理解する。 

b 原子や分子の熱運動というミクロ

な立場から，物質の三態変化，絶対

温度，及び潜熱（融解熱，蒸発熱）

について理解する。 

c 熱量，熱容量，比熱，及び熱量の保

存について理解し，熱を定量的に扱

えるようになる。 

d 仕事と熱の変換，内部エネルギー，

及び熱力学第１法則について学び，

熱現象とエネルギーの関係について

理解する。熱機関とその熱効率，及

び熱現象の不可逆性について学び，

エネルギーの有効利用についての理

解を深める。 

 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 



２
学
期 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

波 ○ ○ ○ ○ 

a 波の基本的な性質を理解し，波の波

長，振動数，波の伝わる速さなどを

量的に扱えるようになる。 

b 横波と縦波の違いを理解する。ま

た，波の伝わり方について，波の速

さ，波長，周期や振動数の量的関係

を扱えるようになる。 

c 波の独立性，重ね合わせの原理，反

射について観察や作図を通して学

び，定常波ができるしくみについて

理解する。 

d 音波の性質として，うなり，固有振

動，共振，共鳴などを学び，身近な

楽器の原理について理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

３
学
期 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

電気と磁気 

 
○ ○ ○ ○ 

a 材質，長さ，断面積の異なる金属線

の抵抗を調べる実験を通して，物質

の種類による抵抗の違いを抵抗率で

表せることを理解する。また，物質

の電気的性質によって導体，半導体，

絶縁体に区分できることを理解す

る。 

b 電流のエネルギーについて，電力と

電力量を計算で求められるようにな

る。 

c 右ねじの法則を学び，電流による磁

界について理解する。 

d 電流が磁界から受ける力について

学び，モーターの原理を理解する。

さらに，モーターと発電機について

エネルギー変換の立場から理解す

る。交流と直流の違いを理解し，送

電における交流の利点を知る。 

交流に関連して電磁波について学

び，光を含めたいろいろな電磁波が

現代の社会生活に利用されているこ

とを知る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

３
学
期 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 



エネルギーとその利

用 
○ ○ ○ ○ 

a 人類が利用可能な様々なエネルギ

ーの特性やその利用について，物理

的な視点から理解する。 

b 原子力発電や医療などにおける放

射線及び原子力の利用とそれに伴う

リスクについて，具体的な事例に触

れながら理解を深める。 

c 放射線の種類と特性，及び人体や環

境への影響について理解し，さらに

は放射線や放射能による被曝から身

を守るための対処法について，ベク

レルやシーベルトなどの単位を扱い

ながら理解する。 

d 近い将来に直面するであろうエネ

ルギー問題について関心を持ち，そ

の解決のために必要とされる基本的

な科学知識や態度を，討論や探究活

動などを通して身につける。様々な

物理現象とエネルギーに関する探究

活動を通して，学習内容の理解を深

めるとともに，物理学的に探究する

能力を高める。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内

容（小単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観

点）について○を付けている。 


